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建物概要

工事場所

１．

Ⅰ． 工事概要

２．

３．

工事名称

建　物　名　称 備　　考階　　数構　　造

工事種目４．

屋　　　外

備　　考工　事　種　目　（　新　設　・　改　修　区　分　）

工事種目

建物別及び屋外

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

電熱設備

動力設備

電灯設備

雷保護設備

発電設備

構内情報通信網設備

構内交換設備

情報表示設備

映像・音響設備

拡声設備

誘導支援設備

テレビ共同受信設備

監視カメラ設備

駐車場管制設備

防犯・入退室管理設備

中央監視制御設備

自動火災報知設備

構内配電線路

構内通信線路

エレベーター設備

）５． 主たる省エネ手法 （

※ 無し ・有り　（ ）指定部分及び施工条件６．

・ 受変電設備

・

・

用　　　途
消防法施行令別表
第１の区分

延べ床面積（㎡）

（　・　印のついたものを適用する）

７ ．機器の品質・性能証明 使用する機材が前項１）による場合は、評価書の写しをもって、標準仕様書第１編第１章第４節１．４．２（ｂ）の品質及び

性能を有することの証明となる資料の提出を省略できる。但し、標準仕様書に規定される製作図・試験成績書等は除く。

．技術検査８

．適用基準等２

※　防犯性の向上については「防犯に配慮した設計ガイドライン」を遵守すること。

※　青森県認定リサイクル製品優先使用指針　　　　　　　　　青森県環境生活部

※　青森県景観条例に基づき「青森県公共事業景観形成基準」及び「青森県景観色彩ガイドプラン」を遵守すること。

．電気保安技術者５

．電気工事士４

３ ．概成工期 工事期限より　　　　　　日前

適用する。

工事現場におく電気保安技術者は、公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）第1編第1章第3節1.3.2による。

．．機材等

３）本県に本社、支店、営業所を有するメーカー製品及び可能な限り県産材を使用すること。

２）評価書に記載のない項目については、監督職員と協議の上、機器性能・規格・納入実績・サービス体制等を証明するに十分な

　　資料を添付し監督職員の承諾を受ける。

４）本工事に使用する機材等は、設計図書に規定するもの、又は、これらと同等のものとする。

５）「青森県リサイクル製品認定制度」に基づく認定リサイクル製品及び「レッツBuyあおもり新商品事業」により認定された

　　新商品の使用について認定リサイクル製品を使用する場合は、監督職員の指示する様式に必要事項を記入のうえ、公衆の

　　見やすい場所に掲示すること。

　　認定リサイクル製品を使用する場合は、監督職員の指示する様式に必要事項を記入のうえ、公衆の見やすい場所に掲示すること。

本工事において、認定リサイクル製品若しくは認定された新商品を使用した場合は、工事完了後、

監督職員の指示する様式に必要事項を記入のうえ提出する。

６

電力貯蔵設備

※　工事写真の撮り方　　　建築設備編　　　　　　　　　　　建設大臣官房官庁営繕部監修　　（改訂第２版）

章 特　　　記　　　事　　　項項　　　目

※ 別途に定める書式．書類の書式等１ ・監督職員の指示による。

２）特記事項は、　　印の付いたものを適用する。　　・　印のない場合は※印を適用する。　　・　印と　※　印のある場合は共に適用する。

Ⅱ． 工事仕様

１． 共通事項

２． 特記仕様

１）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

質問回答書、現場説明書、特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編・

平成22年版)」（以下「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編・平成22年版)」（以下「改修標準仕様書」という。）及び

「公共建築設備工事標準図(電気設備工事編・平成22年版)」（以下「標準図」という。）による。

工期　：　平成　　年　　月　　日

※　青森県営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン（案）　　青森県県土整備部建築住宅課　　（平成２１年４月）

・　機材が天井仕上げ等で隠ぺいされる前（原則1回）

・　主要な機器が水没等により不可視となる前

・　その他発注者が必要と認めた工程（別途指示による）

工事写真等を電子データにより検査する際に必要となる機器の準備及び操作は請負者が行う。

工事施工途中における技術検査（「中間検査」）は検査時期は次により、監督職員と協議すること。

１）（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によって所要の品質・性能を有することの評価を

　　受けた材料等を使用する。

最大電力５００ＫＷ以上の場合においても、第一種電気工事士により施工を行う。

．監督職員事務所

監督職員事務所には次の備品等を置く。　机・いす・書棚・衣類ロッカー・保護帽・懐中電灯・ゴム長靴・雨ガッパ

・　できない．工事用仮設物 ※　できる

．工事用電力、水、その他９

１０

１１ ※　設けない　　・　設ける　（ ※　１号  ・    号）

構内につくることが

本工事に必要な工事用電力、水、及び官公庁等への諸手続きなどの費用は、すべて請負者の負担とする。
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２）再生資源の利用を図るもの

※ なし ・あり（下記による）．発生材の処理等 １）引き渡しを要するもの１３

．工事の下請負 請負者は、下請負に付する場合には、次の各号に掲げる要件をすべて満たさなければならない。

請負者は、工事を下請負に付する場合には、可能な限り地元建設業者を使用すること。

１４

５）１）～４）以外の発生材の処理地

６）建設発生土の処理

）処理方法・　ＰＣＢ安定器

※ なし ・あり（下記による）

（

４）特別管理産業廃棄物

３）再資源化を図るもの（下記以外の廃棄物についても、可能な限り再資源化に努めること）

※　特定建設資材廃棄物　　・

１）施工体制台帳及び施工体系図．報告書

２）主要機器資材メーカー報告書

本工事において、下請金額の合計が１００万円以上の場合又は低入札価格調査制度により契約されたものは、下請負業者と

契約締結後全ての下請契約書の写しを２週間以内に監督職員に１部提出する。また、施工体制台帳及び施工体系図は工

事現場に備えるものとし、現場表示も併せて行うものとする。

本工事において使用する主要機器資材メーカーリスト１通を監督職員に提出する。

１５

１６．工事の一時中止 １）工事の一時中止に係る計画の作成

３）再資源利用促進計画書・再資源利用計画書及びそれぞれの実施書

．完成時の提出図書等１７

５）総合試運転計画書及び報告書

施工計画書には、使用機械器具・各工種の材料・工法・日程等の内容を記載して提出し、監督職員の承諾を受ける。

４）施工計画書

注１）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

天井面より支持（上階床より支持）される機器は支持部材取付床の階（当該階の上階）を適用する。

２）本施設は（

３）地域係数は１．０とする。

監督職員の承諾を受ける。

５）配線・配管及びダクトの支持 ※標準仕様書及び標準図による　　・

注２）設置場所の区分は機器を支持している床部分にしたがって適用する。床又は壁に支持される機器は当該階を適用し、

上層階・屋上及び塔屋

中間階

１階及び地下階

一般施設
設置場所

１．５（１．５）

１．０（１．０）

１．５（２．０）

１．０（１．５）

０．６（１．０）

１．５（２．０） １．０（１．５）

０．６（１．０）１．０（１．５）

０．６（１．０） ０．４（０．６）

　重要機器 　一般機器 　重要機器 　一般機器

特定の施設

耐震安全の分類

２．０（２．０）

※　一般の施設 特定の施設）とする。・

ては、取付下地を入念に施工し、機器メーカーの指定する方法で確実に取付けを行うものとするが、

．耐震措置

．試験１８

１９

備　考部数

１）局部震度法による建築設備機器の設計用標準水平震度（Ｋｓ）

提出図書等

※４部　・　　部※ 完成写真(改修においては、着工前を左･完了後を右に入れる)

※

※２部　・　　部※ 二つ折り製本

工事写真　(「青森県営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン」
　　　　　　　による電子納品とする)          電子納品ＣＤ－Ｒ提出

※１部　・　　部※ Ａ４版二つ折り製本

※１部　・　　部・ 黒表紙金文字入(折りたたみ→A4･学校改修工事は不要)

※１部　・　　部※ 原図

※２部　・　　部※ 保全に関する資料(標仕（1.7.3）に示す内容)

２部 電子納品ＣＤ－Ｒ提出※

納入仕様書　(機器完成図)

監督職員の指示による

貸与するCADデータは当該工事における施工図及び完成図の作成のため以外に使用しないこととし、貸与する場合の完成図の提出に
あっては、CADデータにより入力保存したものとする。

※２部　・　　部

※２部　・　　部

※２部　・　　部

※２部　・　　部

※

※

※

※

※ その他監督職員が指示する書類

機器付属品・保守工具等一覧表

施工者連絡先一覧表

機器設定値等一覧表
（温度、圧力、風量、作動範囲等の設定値及びその設定者等）

．足場・その他１２

※　構内指示の場所に敷き均し　　・　構内指示の場所に堆積

・　構外搬出適正処理（　※　本工事（　約　　　　km・搬出調書等を提出する　）　　・　別途工事　）

契約書第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止期間中における工事現場の管理に関する計画

｢基本計画書｣を発注者に提出し、承諾を受けるものとする。なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、

職員の体制、労働者数、搬入材料及び建設機械器具等の確認に関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再開に

関すること及び工事現場の維持・管理に関する基本的事項を明らかにする。                

・　本工事で設置する。

足場を設ける場合、公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）平成22年版　２．２．２（ｂ）によるほか、設置において
は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場
方式により行うこと。

CADによるSXF（P21）形式、オリジナル形式、及びPDF形式（全ての図
面及び特記仕様書を１つのPDFファイルにまとめオリジナルファイル
フォルダに格納）

工事完了後、「建設リサイクルデータ統合システム」（CREDAS入力システム）により、入力したデータを提出する。

なお、データの提出が困難な場合は、監督員の承諾を得た上で、紙による提出とする。

３）下請負者は、当該下請負工事の施工能力を有すること。

１）請負者が、工事の施工について総合的に企画、指導及び調整するものであること。

２）下請負者が青森県の指名競争参加資格者である場合には、指名停止期間中でないこと。

※　別契約の関係請負者の定置する足場、桟橋の類は、無償で使用できるものとする。本工事で設置する場合は図示による。

４）重量が１００㎏以下の比較的軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものは除く）の取付けについ

耐震措置の計算及び施工方法は、次の事項以外は全て「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説」(建設大臣官房官庁営繕部監修）

及び「建築設備耐震設計･施工指針」　(国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修)　による。

標準仕様書に定める試験を行い、試験成績表を監督職員に提出する。

２）工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。

完成時の提出書類等は下表による。

６）重要機器類

外部に面する壁、天井で建築工事でＦＰ版（スタイロホーム等）打込み箇所に取付ける位置ボックスなどは保温、結露防止処理を行う。．保温、結露防止

．合成樹脂製可とう管

．電線本数、管路など

２０

２１

２２ 分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径などは、監督職員の承諾を受けて、変更しても

さしつかえない。

合成樹脂製可とう管は、ＰＦ管（一重管）とし、温度による分類は、タイプ－２５とする。

．インサート２３ 鋼製とする。なお、床板で保温打込み部分は、断熱材用インサート（亜鉛めっき製品）を使用する。

※ 金属製（ステンレス、新金属も含む）

水平調整付プレート（空転防止リング付）とする。

※ アルミ製

長さ１ｍ以上の入線しない管路には、１．２㎜以上のＥＭ－ＩＥ電線を挿入する。

・　樹脂製

・　樹脂製

・指定機材（　　　　　　　　　　　　　　）　・特別清掃（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

．呼び線

．フラッシプレート

．フロアプレート

．ＯＡフロア用配線器具の蓋

．再使用機材・養生

２４

２５

２６

２７

２８

．接地極の種別及び位置表示

記号 接地抵抗値 接地極の規格、数量

・

ＥＰ １

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０） ３連－　組Ω以下

接地の種別

・

２９

雷保護用接地

雷保護用接地

ＥＬＡ

ＥＬＡ

・ 屋外 居室（・ ）　　・ＥＰＳ等（　　　　　　　　　）

下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。．塗装工事

既存コンクリート部の床･壁の配管貫通部等の穴開けは、原則としてダイヤモンドカッターによる。．はつり

下記部位に取付けるものは、指定色仕上げとする。

）

．分電盤・制御盤等の

　キャビネットの仕上げ

．屋外部の支持金具等

・ 屋外 居室（・

．環境に配慮した電線３０

３１

３２

３３

３４
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・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

ＥＡ

ＥＢ

ＥＣ

ＥＤ

Ｅｔ

ＥＡｔ

ＥＤｔ

ＥＤａ

ＥＳ

Ｅ０

構内交換機（陽極用）

本配線盤の保安装置

電話引込口の保安器

拡声増幅器

防犯装置用

測定用

避雷器用（低圧用）

Ａ種接地

Ｂ種接地

Ｃ種接地

Ｄ種接地

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下１０

１０

１００

１０

１００

１０

１０Ω以下

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０） ３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０） １

ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０） １

ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０） ２

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０） ３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０） ３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０） ３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０） ３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０） ３連－１組

ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０） １

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０） ３連－２組

ＥＬＬ

・ 共同接地

・ 共同接地

ＥＡＥＤＥＨＣ

ＥＡＥＣＥＤ

１０Ω以下

１０Ω以下

Ω以下

１００ Ω以下

１００ Ω以下

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０） ３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０） ３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０） １

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０） １

ＥＬＨ

ＥＭＤ

避雷器用（高圧用）

・

・ 避雷器用（モデム用）

仕様する電線は下記に示す記号、規格による。

記　　　号 仕　　　様

ＥＭ－ＵＴＰケーブル

（ＥＭ－ＵＴＰ５ｅ）

（ＥＭ－ＵＴＰ６）

（ＥＭ－ＵＴＰ６Ａ）

JCS 5503 耐熱性ポリオレンフィンシース　LAN用ツイストペアケーブル

内燃性ポリオレンフィンシース　カテゴリ5eUTPケーブル（UTP-CAT5E/F)

内燃性ポリオレンフィンシース　カテゴリ6UTPケーブル（UTP-CAT6/F)

内燃性ポリオレンフィンシース　カテゴリ6AUTPケーブル（UTP-CAT6A/F)

１）屋外に設置する機器付属金物・ボルトナット類及び外壁等への取付用配管支持金具は溶融亜鉛メッキ製またはステンレス製とする。

接地極の種別は下記を標準とし、ＥＢの長さは１，５００ｍｍとする。ただし、Ｄ＝１０は１，０００ｍｍ，

Ｗ＝３０は１，２００ｍｍとする。装柱機器用接地極の埋設標は不要とする。

１．総則

２．契約前の事前説明 (建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律(以下「建設リサイクル法」という。)第9条の規定による「対象建設工事」の

場合に限る。)建設リサイクル法第12条第1項の規定による説明(書面の様式については監督職員の指示による)については、落

札者は契約前に監督職員に対して行うものとする。落札者は、監督職員への説明時に交付した書面と同じものを契約事務担当

職員に提出するものとする。

３．産業廃棄物税

とりこわしにより発生する特定建設資材廃棄物は、以下の再資源化施設での受入れとして積算を行っている。．特定建設資材廃棄物の処理４

本工事に伴って生じる産業廃棄物のうち最終処分場（中間処理施設経由を含む）に搬入する産業廃棄物がある場合については、

青森県産業廃棄物税が課税されるので適正に処理すること。なお、本工事において最終処分場（中間処理施設経由を含む）に

搬入する産業廃棄物がある場合は、産業廃棄物税相当額を見込んでいるものである。

建設副産物の処理にあたっては「建設副産物適正処理推進要綱」及び「平成１８年度版建築工事における建設副産物管理マニュアル

・同解説（国土交通省）」によること。また、関係法令等に基づき適正な手続き及び処理をするとともに、再資源化により得られた

建設資材の積極的な活用に努めるものとする。

材　料　名 厚さ（ｍｍ） 処理を行う範囲

※　図示　　・

※　図示　　・

８）アスベスト含有保温材等の処理等

．その他 施工に当たっては、低騒音型、低振動型及び排出ガス対策型建設機械を使用する等、周辺の環境に配慮すること。

．アスベストの処分等

２）アスベストを含有する建築設備　　 ※　なし　　

３）専門工事業者 アスベスト含有建材の除去を直接行う専門工事業者については、工事に相応した技術を有することを

証明する資料を監督職員に提出すること。

１）撤去、処分に当たっては、建築物解体工事共通仕様書(平成18年版)（以下「解仕」という。）6章「アスベスト含有建材の

　　除去等」及び「石綿障害予防規則(平成17年2月24日 厚生労働省令第21号）」、その他関係法規に準拠し、

　　適切に施工すること。

・

４）石綿作業主任者 石綿作業主任者技能講習又はH18.3以前の特定化学物質作業主任者技能講習を修了した者の

うちから選任すること。

５）除去作業者 アスベスト除去作業を行う労働者は、石綿障害予防規則第27条の規定による特別の教育を

受けた者であること。

・ ・ ・行う 行わない 別途協議（図面にない建材が判明した場合）

あり　(下記による)

アスベスト含有保温材等 測定名

測定１

測定２

測定時期

処理作業前
処理作業室内

調査対象室外部付近

測定場所

・　各２点 　・　各３点 　・ 各　　点

（注）

大気

（注）

７）測定は種類に応じ、下表の通りとする。

測定４

測定室

測定６

測定８

測定７ 処理作業室内

処理作業室内

調査対象室外部の付近

・　各２点 　・　各３点 　・ 各　　点

－

（注）

大気

測定３

測定５

・

・

・

・

・

・

・

・

・

測　定　点 備　考

処理作業中

　処理作業後
シート撤去後
１週間以降

処理作業後
（シート養生中）

処理作業室外

処理作業室内

負圧・除じん装置の
排出吹出口

・　各２点 　・　各３点 　・ 各　　点

４方向各１点(敷地境界)

出口吹出し風速1m/sec
以下の位置各2点

－

－

（注）　各施工箇所ごとの室面積が50㎡以下までは2点、300㎡以下までは3点とし、

　　　　300㎡を超えるものは100㎡ごとに1点を追加する。

６）アスベスト含有公析調査

計　２点

各２点

計　２点

３５

３６

２）振動を伴う機器用支持金物のナットは、ダブルナットとする。

２

建

設

副

産

物

の

適

正

処

理

電気設備工事特記仕様書

１

１

１

１

１

１

１部

２

五所川原市字一ツ谷504-1

中央公民館非常用発電設備改修工事

中央公民館 公民館 １項 ＲＣ造 －

中央公民館

改修一式

改修一式

改修一式

３階建

五所川原市近郊

改修一式

改修一式

発電機



－

有限
会社 ＳＣＡＬＥ

一級建築士事務所　県知事登録第１１７１号　建設大臣登録　第１８４４７８号　一級建築士　三上秀昭

秀建築設計事務所

ＤＡＴＥ ＤＲＣＨＡＰ

青森県五所川原市字不魚住７５番地１２　ＴＥＬ０１７３（３５）８８８５・ＦＡＸ０１７３（３５）８８８６

Ｅ

ＤＲ．ＮＯ

Ｈ２５・２

－ ２

特記仕様書（２）

３

電

灯

設

備

１ 単相．電気方式 線式

分岐 単相 線式

分岐 単相 線式

Ｖ　５０Ｈｚ

Ｖ

Ｖ

２．蛍光灯

蛍光灯の種類 記号

幹線

５．産業廃棄物収集運搬車に係る

　表示及び備え付け
「廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令」の規定により、運搬車を用いて産業廃棄物の収集又は運搬を行う場合には、

自己の産業廃棄物を運搬する場合を含め、同法施行規則に定められた事項を車体の両側面に見やすいように表示するとともに、

同規則に定められた書面を当該車両に備え付けること。

．産業廃棄物の適正な処理の
　確認
６

．再資源化等の完了の報告７ (建設リサイクル法第9条の規定による「対象建設工事」の場合に限る。)法第18条第1項の規定による報告(書面の様式に

ついては監督職員の指示による)については、受注者は再資源化等が完了したときは、当該報告を監督職員に対して行うものとする。

２

建

設

副

産

物

の

適

正

処

理

産業廃棄物の処理に当たってはマニフェスト（「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」第12条第3項に規定する「産業廃棄物

管理票」に相当）のＡ票とＥ票の写しを監督職員に提出すること。（完成時にＥ票が提出できない場合はＤ票とし、後からＥ票を

提出すること。）

施設の所在地施設の名称

コンクリート塊

アスファルト・コンクリート塊

建設発生木材

名　　　称 備　　　考

Ｈｆ蛍光灯の点灯方式、定格入力電圧等は図示以外は下記による。

ＰＮ９
ＦＨＰ３２形　ＦＨＰ４５形

ＦＨＴ２４形　ＦＨＴ３２形　ＦＨＴ４２形
コンパクト形のランプ Ｈｆ形

Ｈｆ形直管形のランプ

ＰＸ９

ＰＺ９

ＰＫ９

ＰＮ９

※ 非常照明器具電源、受変電設備制御電源共用 ・　非常用照明器具専用直流電源装置 ・　受変電設備専用．１

・　ＭＳＥ ・　ＡＨ ・　ＡＭＨ ・　ＡＨＨ・　ＨＳ蓄電池．２

）用途（交流無停電電源設備．３

方式 ・　単相２線 ・　単相３線 ・　三相３線（ＵＰＳ）

・　１００ ・　２００／１００ ・　２００

容量

補償時間（ 分以上）　電解液処理（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

盤類据付方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

８

ｋＶＡ

７

受

変

電

設

備

高圧 三相３線式　６ｋＶ　５０Ｈｚ． 電気方式

三相３線式　２００Ｖ低圧

単相３線式　１００Ｖ／２００Ｖ低圧

・　屋外用屋内用※． 配電盤

キュービクル式配電盤 ・　高圧スイッチギヤ※

限流ヒューズ及び高圧負荷開閉器（ＰＦ－Ｓ）※． 主遮断装置

定格遮断電流 ｋＡ以上

・　変圧器総容量 ｋＶＡ． 設備容量

１

２

３

４

． 進相用コンデンサ

・　力率検出方式・　無効電力検出方式

６

．７ 自動力率制御装置

．５ 変圧器

・　高圧　　　・　低圧

・　油入（　※ 屋外キュービクル　　・　　　　　）

・　高圧交流遮断器（ＣＢ）

・　モールド（・　　　　　）

・　むね上導体・　突針 ・　笠木（別途）など受電部．１

・　引下げ導線 建築構造体利用※避雷導線．２

接地極埋設 ・　建築構造体利用※接地極．３

６
雷
保
護
設
備

１

２

．電気方式 幹線 相 線式 Ｖ　５０Ｈｚ

分岐 相 線式 Ｖ

．施工場所及び面積

５

・　表玄関ポーチ　約　　　　　㎡

・　　　　　　　　約　　　　　㎡

・　　　　　　　　約　　　　　㎡

・　　　　　　　　約　　　　　㎡

電

熱

設

備

動

力

設

備

２

３

４

５

６

※ 内蔵 ・　別置）※

電動機などへの接続は本工事とする。

図示以外は金属管接地とする。

埋込連用形配線器具　　　・　　　　　　　　　・※

・無　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

．警報盤

．電磁開閉器用押釦

．機器への接続

．電動機等の接地

．総合動作試験

４
１

分岐 三相３線式　２００Ｖ

幹線 三相３線式　２００Ｖ　５０Ｈｚ．電気方式

壁掛式（電源装置

４ ※ 電池内蔵形 ・　電池別置形．非常用照明器具

５ 飛び出し形※

※ ・　アルミ製

・　外部固定形．ハイテンションアウトレット

埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合（２５）を１本、５個以上の場合（２５）を

２本、天井まで立上げる。

６．予備配管

銅合金形

一般照明の照度測定は、明るさセンサが設置される部屋がセンサ１個につき１ヶ所以上（明るさセンサの設定値共）設置され
ない部屋は１室１ヶ所以上の測定を行う。

３．照度測定試験

電

力

貯

蔵

設

備

簡易形 ・　キュービクル式※形式．１

電気方式 三相３線式　５０Ｈｚ 電圧 定格出力Ｖ発電機 ｋＶＡ．２

ディーゼル ・　ガスタービン※

定格出力 kW(PS)以上 始動方式 電気方式※ ・　空気式

冷却方式 ラジエータ式※ ・　水冷循環式

種類燃料．４

燃料小出槽　　　　　リットル※

主貯油槽（地下） なし※ ・　あり（　・　別途　　・　本工事）

太陽電池アレイ公称電力 ＫＷ太陽光発電装置．５

相 線式 定格出力パワーコンディショナ ＫＷ

排気系統配管 断熱材（　・ロックウ－ル　・　　　　　　　　　　）厚さ等（　　　　　　　　　　　　　）６

９

発

電

設

備

・　オープン形

・　軽油　　・　灯油　　・　Ａ重油　　・　燃料ガス

・　ガスエンジン・　マイクロガスタービン原動機．３

・　機器類・　管路 ・　配線工事範囲．１

・　高圧 三相３線式　　　　　　　６ｋＶ　５０Ｈｚ電気方式．２

・　低圧

相 線式・　低圧 Ｖ

相 線式・　低圧 Ｖ

・　ＰＬＰ ・　ＧＰ ・　ＦＥＰ ・　ＰＥ ・　ＧＬＰ配管路・材質．３

地中埋設式※ふ設方法．４

・　高圧負荷開閉器 ・　耐重塩じん用※ 一般用柱上機器．５

地絡継電器付き（※ ・　無方向性）※ 方向性

・　　架空線式

１４

構

内

配

電

線

路 ・　避雷器 ※ 一般用 ・　耐塩用

・　高圧カットアウト、がいしなど ※ 一般用 ・　耐塩用

一般用 ・　耐塩用※屋外側．６ 高圧ケーブルの端末処理

処理者銘板取付（屋内外共、線名、作業日、氏名を表示）

東北電力（株）　外線工事基準（架空線編）に準ずる。その他．７

Ｖ外灯設備．８ Ｗ

単相２線式　　　　　　１００Ｖ

・　自家発電設備 ・　火災報知設備・　受変電設備・　動力設備． 監視制御対象設備１
１３

・　衛生・　空調

・　Ⅰ型 ・　Ⅱ型 ・　Ⅲ型 ・　自立形． 表示操作盤２

組込み機器　　　・　　　　　　　　　　　　・

・グラフィックパネル ・ミニグラフィックパネル

構成機器． 監視制御装置３

・操作卓

・中央処理装置

・作表用印字装置

（

・伝送端末局（子局）

・雑印字装置

・ディスプレイ 　・　ＣＲＴ方式　　・　内照式液晶方式　　・　プラズマ方式　）

・　壁掛式
中

央

監

視

制

御

設

備

・　壁掛形 ・　自立形級 回線自動火災報知装置．１

・　複合盤（自火報 回線 自動閉鎖 回線 回線）・　単独

・　副受信機 回線

・　機器収容箱 ・　埋込形 ・　露出形）・専用形（ ・　屋内消火栓箱に組込み

・　露出形・　埋込形非常警報装置．２

・　連動制御器 回線（遠方復帰機構 回線）自動閉鎖装置．３

・　単独（ ・　自立形） ・　火報受信機などとの複合盤・　壁掛形

・　自動閉鎖機構

・　自動開放機構 ・　排煙ダンパ（別途、排煙機運転用連動機構付）

・　都市ガス用 ・　液化石油ガス用）回線　（・　受信機　型

・　単独（ ・　自立形）・　壁掛形 ・　火報受信機などとの複合盤（一体型）

１２

自

動

火

災

報

知

設

備

・　防火戸用（本工事、電磁式又はラッチ式、ＤＣ２４Ｖ、０．６Ａ以下）

・　防火シャッタ用（別途、ＤＣ２４Ｖ、０．６Ａ以下）

・　受信機　型

ガス漏れ警報

． 構内情報通信網設備１

卓上形※Ｗ・　増幅器． 拡声設備２

・　一般用 ・　非常用 ・　併　用

・　増幅器 Ｗ． 映像・音響設備３

※ ＶＨＳ ・　８ｍｍ）（・　ＶＴＲ

※ 前面投写式 ・　背面投写式）・　プロジェクタ （

・　スクリーンサイズ インチ

・　出退表示盤 ・　多線直接式 ・　パルス伝送式）（情報表示設備．４

・　自立形・　親時計 回線 ※

・　電子式チャイム組込み ・　プログラムタイマー組込み

・　身体障害者用・　庁舎内連絡用 ・　夜間受付用 ・　エレベーター用．５

・　テレビアンテナ （ ・　ＡＶ－テレビ共同受信設備 ・　ＡＵ－ ・　ＢＳＡ－ ・　ＣＳＡ－    )．６

・　地上波アンテナマスト（ 壁面取付形 ・　自立形）※

壁面取付形 ・　自立形）※・　ＢＳ・ＣＳ用アンテナマスト（

・　工事着手前アンテナの設置予定位置における電界強度等の調査測定をし、受像の可否を判定した報告書を

　　提出する。

監視カメラ設備．７

１１

情

報

表

示

　

拡

声

そ

の

他

通

信

設

備

種類（　・　イーサネット（方式：　　　　　）　・　無線ＬＡＮ（方式：　　　　　）　・　　　　　　　）

誘導支援設備

・　白黒方式

・　ネットワーク接続方式

・　カラー方式

・　専用回線方式

．

※ 本工事 ・　別途） ・　配管接地工事（．９

８ 駐車場管制設備

壁掛式

検知機　（　・　光線式　　・　ループコイル式）

． 電話交換機１

回線 回線・　局線 ・　専用データ（　　　回線）・　内線 ／ ／

． 電話機２

・主装置等の撤去（支障時の取り扱い：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

電話機１台につき、次のものを見込む。．

（・　２０ｍ　　　・　　　ｍ）・　ＥＭ－ＴＩＥＦ　０．６５－２Ｃ

（・　２０ｍ　　　・　　　ｍ）・　ＥＭ－ＢＴＩＥＥ　０．４－２Ｐ

個（ ・　納入する※ 一般電話用． ローテーション４

銅合金製※アウトレット（亀甲形）

・　別途工事・　本工事． 保安器用接地５

・　アルミ製

１０

構

内

交

換

設

備

・　本工事　　・　別工事　　・　ボタン電話機　　・　多機能電話機　　・　内線電話機　　・　デシタルコードレス電話機

３ 電話機への配線

・　取付ける）

形式 ※　　電子交換 ・　ボタン電話装置 ・　ＶｏＩＰシステム・　ＰＢＸ

回線数

防犯・入退室管理設備

ガス漏れ警報装置４．

※

１５ ・　管路 ・　配線． 工事範囲１

． 用途２ ・　電話用

・　ＰＬＰ ・　ＧＰ ・　ＦＥＰ ・　ＰＥ ・　ＧＬＰ．３ 配管路・材質

地中埋設式 ・　架空線式※．４

・　時計・拡声用 ・　火災報知用
構
内
通
信
線
路

ふ設方法

・ポール内には、配線用遮断器（トリップ機構なし）を設ける。

．２ 耐震措置

．１ 共通事項１６

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

設

備

１）　　　「（財）日本建築設備・昇降機センター編集の昇降機耐震設計・施工指針2009年版」により行う。

３）　　　地域係数は１．０とする。

２）　　　耐震安全性分類は（　・S09　　・　A09　）とする。

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編

・平成22年版)による。

次の事項以外は1章２３項「耐震措置」による。

．３ 管制運転等

．４ 身体障害者用付加仕様 ・※ 付加する 付加しない

・

火災時管制運転 停電時救出運転 ピット冠水時・浸水時管制運転・ ・ ・・

地震時管制運転　 ・

１７

室

内

空

気

汚

染

対

策

．１ 総則 １）　室内空気汚染(ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物)対策については、本章の内容を遵守すること。

． 塗装工事

２）　屋内に使用する材料の選定においては、ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物を放散しないか、放散が十分に少ないものを

　　　JASまたはJIS等を参考に適切に選択すること。原則としてはF☆☆☆☆を基本とし、該当する材料等がない場合は、

　　　施工面積に十分注意した上でF☆☆☆を使用する。

１）　塗料は、ホルムアルデヒド、スチレン、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないもの、

または、含有量が少ないものとする。ただし、性能上やむを得ない場合はこの限りでない。

２）　使用方法や塗布量を十分に管理し、適切な乾燥時間をとり、室内に放散した溶剤成分等の希釈を図ること。

．４ ホルムアルデヒド及び

揮発性有機化合物の

室内濃度の測定

．３ 機器類 １）　機器類に使用する合板等はホルムアルデヒドの放散量がF☆☆☆☆のものを基本とし、該当する材料等がない場合は、

　　　F☆☆☆とする。

工事完成前に、ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の室内濃度の測定を行い、測定結果報告書を監督員に提出すること。

また、測定の結果が、厚生労働省が設定した化学物質の室内濃度の指針値を超えた場合は、監督員と協議すること。

３）　測定方法

１）　測定の対象物質

※ エチルベンゼン スチレン※ ※ ・キシレントルエン ※

２）　測定対象室・測定箇所数

※ ホルムアルデヒド

※ 図示

※ 拡散方式（ ・

イ）　空気の採取

ホルムアルデヒド　　　高速液体クロマトグラフ法

揮発性有機化合物　　　ガスクロマトグラフィー質量分析法

ロ）　測定･分析は、厚生労働省が室内空気中化学物質の濃度を測定するための標準的方法として示した以下の方法によって行う。

　　　または、以下と相関の高い方法によって行うこともできる。

２

） ・ 吸引方式・ パッシブガスチューブ測定バッジ ・ パッシブサンプラー

・　防煙ダンパ用（別途、瞬時通電式又は電動式、ＤＣ２４Ｖ、０．６Ａ以下、遠方復帰機構（電動式）、ＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下）

センサー等と組合わせて連続調光を行う器具

連続調光に使用する器具

初期照度補正制御を行う器具

上記以外の露出型及び下面開放型

・定格電圧

自家発時管制運転

閉じこめ時リスタート運転　・　緊急地震速報連動運転

・　キャビネットラック形 ・　詳細開示

・　詳細開示

中央公民館非常用発電設備改修工事

・　詳細図示

・　詳細図示

・　詳細図示

２００ ５３
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・
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報

・

表

示

等

イ

ン

タ

｜

ホ

ン

ビ

テ

レ

災

報

火

知

機器

機器取付高さは、下記を標準とする。ただし、これによりがたい場合は監督員と協議する。

（一　　般）

（一　　般）

（和　　室）

（台　　上）

（ファン用）

（厨　　房）

（車　　庫）

（一　　般）

（踊　　場）

（鏡　　上）

（機械室）

コンセント

　　〃　　

　　〃　　

　　〃　　

　　〃　　

　　〃　　

　　〃　　

　　〃　　

　　〃　　

ブラケット

取引用計器

分電盤

引込線引留め高

スイッチ

（和　　室）

　　〃　　

　　〃　　 （屋　　外）

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

引込線引留め高

集合保安器箱

　〃　（ＥＰＳなど）

壁付アウトレット（一般）

　　　〃　　　　（和室）

壁掛形親時計

壁付子時計

壁付アッテネータ

表示盤

壁付発信機

壁付押しボタン（一般）

壁付インターホン（一般）

壁付形スピーカ

壁付アウトレット（一般）

　　〃　　（和　　室）

　　〃　　　（和　室）

機器収容箱

直列ユニット（一　般）

受信機

副受信機

機器収容箱

発信機

表示灯

警報ベル

液化石油ガス用検知器

都市ガス用検知器（軽質）

都市ガス用検知器（重質）

端子盤（廊下,室内）

ベル,ブザー,チャイム

地上～窓中心

地上～引込点

床上～中心

床上～中心

床上～下端

台上～下端

床上～中心

床上～中心

地上～中心

鏡上端～中心

床上～下端

床上～上端

〃

〃

〃

〃

〃

〃

取付高（㎜）機器 側点

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

床上～上端

床上～上端

天井～上端

床上～中心

床上～操作部

床上～中心

天井～上端

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

地上～引込点

床上～下端

床上～中心

床上～中心

天井～上端

側点 取付高（㎜）

通信設備電力設備

　　200

　　300

　　300

　　200

　　300

　　200

　　200

　　300

　　200

　　250

　　150

　　250

800～1,500

800～1,500

800～1,500

800～1,500

1,500

2,300

1,300

2,300

1,300

2,300

1,300

1,300

2,100

2,300

2,300

1,500（上端2,000以下）

　　300

　　200

約1,800

1,300

1,200

1,500（上端2,000以下）

ファン下端

　　150

　　100

約2,500

800～1,000

1,500以上

1,000以下

1,300

2,100～2,300

500～1,000

1,000～1,300

１８

機

器

取

付

高

身

障

者

用

（便所用）

（玄関子機）

壁付インターホン（親機）

　〃

廊下表示灯（復旧ボタン付）

呼出しボタン

「使用中」「施錠中」表示灯

スイッチ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1,300

1,500

1,100

1,100

　　900

1,300

動

力

壁掛形制御盤 床上～中心 1,500（上端2,000以下）

開閉器箱 〃 1,500

〃電磁開閉器用押ボタン 1,300

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

建 強 弱 空 衛

・・・

・・・ ・

・・ ・

・ ・ ・・

・ ・ ・・

・・・・

・・・・ ・

・・・・ ・

・・・ ・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・・

・・・・

・・・・

・・・ ・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・ ・

・・・

・・・ ・

・・・・

・・ ・・

・・・ ・

・・・ ・

・・・ ・

・・・ ・

・・ ・・

・・ ・・

・・・ ・

・・・ ・

・

・・・ ・

・・・ ・

・・・ ・

・・・ ・

・・ ・・

・

・・・ ・

・・・ ・

・・・ ・

・・・ ・

・・・ ・

・・・ ・

・・・ ・

別昇

対象工事

※

※

※

※ ・・・・

備考項目 内容

建具

機器等

建物内の排水

流し台等

外構等

消火

防災

昇降機

発電機

熱源機器等

機械室の床補強

機械室床配管後のシンダーコンクリート打設工事及び仕上工事

機械室内の換気設備

機械室の照明設備及び点検用コンセント設備

昇降路内中間ビームの取付

漏油流出防止堰

出入口三方枠取付け用下地鋼材設置

三方枠取付け後の枠廻り埋戻し

乗場関係機器取付け後の出入口廻りの壁ならび床の仕上工事

ピット内埋戻し工事及び防水工事

昇降路内の煙感知器設置工事

ピット内点検用コンセント設備

電源盤以後の二次側配管配線工事

昇降路内放送用の配管配線工事

館内放送用、インターホン用、監視信号線の配管配線工事

電源、接地線の受電盤一次端子までの配管配線及び接続工事

機器付属の制御盤及び操作盤までの一次側配管配線工事

機器付属の制御盤及び操作盤以降の二次側配管配線工事

燃焼機器付属の地震感知器の配管配線工事

消火栓箱の電気設備工事用穴開補強

送水口壁面取付部及び消火栓箱用開口、開口補強及び仕上げ補修

防煙ダンパー、連動装置（作動調整共）

熱、煙感連動建具及び防煙垂壁の連動装置、手動操作函（作動調整共）

熱、煙感知器及び連動装置までの配管配線工事

防災盤より連動装置までの配管配線工事

同上用の一次側電源供給

昇降路内仮足場

機械室トロリービーム及びフックの設置

昇降機設備にかかる構造躯体の開口、補強及び補修

同上スリーブ及び箱入れの躯体補強

構造躯体（ＲＣ造）の貫通スリーブまたは箱入れ

構造躯体（Ｓ造、ＳＲＣ造）の鉄骨スリーブ及び補強

同上スリーブ及び箱入れの穴埋め補修

コンクリート槽類（防水、仕上げ、断熱・マンホール・タラップ等）

設備機器設置に対する躯体補強及び基礎（仕上げ含む）

壁、天井の照明器具、配線器具、盤等の開口及び補強

壁、天井の吹出口、吸込口、換気扇等の開口及び補強

同上取付け用アンカーボルト、金具類の取付け

機器設置のアンカー取付け及び補修

各設備の為の床、壁、天井の点検口及び点検扉

隠蔽ファンコイルユニット用化粧カバー

ダクト及び配管等の防水貫通部補修

外壁取付ガラリー及びサッシ一体形ガラリー

隠蔽ファンコイルユニット用吹出口

機械室、電気室内のトレンチ、ピット及び蓋

コンクリート流し台等

厨房機器、実験台、調理実習台への各種配管接続

縦樋配管及び第一桝への配管接続

屋外配管配線用のトレンチ及び蓋

化粧用マンホール、化粧用ハンドホールの充填及び仕上げ

一般

ガス漏れ警報器から遮断弁までの配管配線工事 ※

※

・

・ ・ ・ ・隠蔽ファンコイルユニット用吹出口

※ ・・・・

負担金等

工事区分

凡例

室内空気汚染

対策

空　－　機械設備工事（空調・自動制御工事を含む）　　　　　　衛　－　機械設備工事（衛生・ガス）

仮設用の上下水道、ガス、電気、通信等の加入金、負担金

仮設用の上下水道、ガス、電気、通信等に要する費用

本受電後、引渡しまでの電気料金（基本料金含む）

埋設文化財等の地中障害物調査、撤去、処分

電波障害調査対策費

本設通信等の引渡しまでの使用料金（基本料金含む）

上下水道、ガス、電気、通信等の加入金及び負担金

本設上下水道、ガス、通信等の引渡しまでの使用料金（基本料金含む）

ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の室内濃度の測定

建　－　建築工事　　　　強　－　電気設備工事（強電）　　　　弱　－　電気設備工事（弱電）

１９

工

事

取

り

合

い

区

分
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※

※

・

・

・

・
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・
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・
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※※ ※ ※ ※ ※

※※ ※ ※ ※ ※

※※ ※ ※ ※ ※

※※ ※ ※ ※ ※

※※ ※ ※ ※ ※

同上流し用排水金具

壁埋込形の消火器格納箱（造付）

壁埋込形及び露出形の消火器格納箱（既製品）

電動シャッター、自動ドアの制御盤、二次側配管配線工事

昇　－　昇降機設備工事　　　別　－　別途工事

レンジフードファン及び接続ダクト

煙突工事一式、オイルタンク(サービスタンクを含む)用の防油提

中央公民館非常用発電設備改修工事
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非常用発電設備　改修図

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所
ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

H25.2

E-04

１階 既存平面図 Ｓ＝１／1００

2,000 2,800

4,800 4,800 4,800 9,600

機械室

EPS

電気室

洗濯室

１階 改修平面図 Ｓ＝１／1００

2,000 2,800

4,800 4,800 4,800 9,600

機械室
EPS

電気室

洗濯室

容量：３５ＫＶＡ
型式：ＱＤＥ－３０
形式番号：ＳＸＤＲ－８１９
機種番号：ＱＸ０３１１９２
製造番号：８９３１０７－１
製造年月：１９８０／１

冷却水槽

８００㍑

排気ファン　０．７５ＫＷ 給気ファン　０．７５ＫＷ

スコットＴＲ盤
（Ｐ－Ｔ）

消火栓ポンプ
制御盤

ＣＵＢ

発電機

ＭＣＢ１
３Ｐ１５０ＡＦ／１２５ＡＴ

ＭＣＢ２
３Ｐ１００ＡＦ

ＡＧ－３φ３Ｗ２００Ｖ

消火栓ポンプ盤

７．５ＫＷ

スコットＴｒ盤

７．５ＫＶＡ

／１００ＡＴ

非常灯回路消火栓ポンプ

Ｓ４

Ｒ４

発電機

８３ＧＡ

Ｘ１

Ｘ１

ＢＺ Ｘ２

Ｘ２ Ｘ２ ＰＢ

ＷＬ１ ＷＬ２ ＹＬ１

発　電 商　用 発電機故障

ＭＣＢ３
３Ｐ１００ＡＦ
／６０ＡＴ

ＭＣＢ４
２Ｐ５０ＡＦ
／５ＡＴ

操作回路
Ｒ４・Ｓ４

８３ＧＢ

５２１ ５２２ ５２３

発電機

８６１ ８６２

　ＲＹ２／１３

発電機

ブザー停止

５２－１

ＴＢＰ１７５Ａ

ＴＢＰ９０Ａ ＴＢＰ９０Ａ

５２－１

５０Ａ

試験発電

Ｔ
Ｂ
１７
５
Ａ

５０Ａ１７５Ａ ５０Ａ

ＴＢ５０Ａ ＴＢ５０Ａ

２０Ａ

Ｘ１

Ｃ　 ０１

警報出力

Ｔ
Ｂ
１７
５
Ａ

５０Ａ

１７５Ａ

ＷＬ１ ＷＬ２ ＹＬ１

ＳＳ

ＢＺ

ＰＢ

新設非常灯発電制御盤　参考図

撤去

撤去

容量：７．５ＫＷ
起動方法：直入起動

消火栓ポンプ（既存）設備名称

概　　要

　

　

　

消火栓ポンプ制御盤（既存）

５００ ５００ ３００

ＣＵＢ

発電機用開閉器増設
ＭＭＣＢ３Ｐ１２５Ａ

Ｐ・ＢＯＸ

Ｐ・ＢＯＸ
５００ ５００ ３００５００ ５００ ３００

Ｐ・ＢＯＸ

既存動力盤Ｐ－１

新設非常用ディーゼル発電機

低騒音８５ｄＢ・ラジエータ冷却

３Φ３Ｗ２００Ｖ　５３ＫＶＡ　４０Ｌタンク内蔵
重耐塩・寒冷地仕様

基礎工事含む

Ｐ・ＢＯＸ
２５０ ２５０ １５０

Ｐ・ＢＯＸ
２５０ ２５０ １５０

ＦＰＴ１４゜（Ｅ３１）

ＦＰＴ１４゜（Ｅ３１）

ＦＰＴ１４゜　Ｅ５．５゜（Ｅ５１）

ＣＶＶ２゜－２Ｃ（Ｅ１９）

ＦＰＴ３８゜（Ｅ５１）

ＦＰＣ２゜－５Ｃ（Ｅ２５）

ＣＶＶ２゜－２Ｃ（Ｅ１９）

ＦＰＴ３８゜　Ｅ１４゜（Ｅ６３）

ＣＶＶ２゜－２Ｃ

ＦＰＴ３８゜　Ｅ１４゜

警報回路

警報回路

ＣＵＢ内配線

ＦＰＴ３８゜　Ｅ１４゜（Ｅ６３）
ＦＰＴ３８゜（Ｅ５１）
ＦＰＣ２゜－５Ｃ（Ｅ２５）

ＦＰＴ３８゜　Ｅ１４゜（ＺＧ５４）

ＦＰＣ２゜－５Ｃ（ＺＧ２２）
ＦＰＴ３８゜（ＺＧ５４）

（ＷＰ・ＳＵＳ）

非常灯発電制御盤

非常灯スコットＴｒ盤

（新設）

（既設）

改修（商用幹線切離及びＤＴ回路ＧＣ短絡）

キープラン　S=1/1000
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高圧ケーブル・高圧受電盤　改修図

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所
ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

H25.2

E-05

改修平面図 Ｓ＝１／1００

2,000 2,800

4,800 4,800 4,800 9,600

機械室

EPS

電気室

洗濯室

　

　

ＣＵＢ

HH（既設）

CP12（既設）

６ＫＶ　ＣＶ３８゜－３Ｃ（既設ＰＥ７０）
撤去

６ＫＶ　ＣＶＴ３８゜（既設ＰＥ７０）
取付

屋内用端末加工

立上配管（2本）PE70を撤去後・ZG70を取付屋外用耐塩型端末加工

高圧受電盤改修

ＶＣＢをＬＢＳに取替

支持用装柱材一式

７．２ＫＶ　２００Ａ

６ＫＶ　ＣＶＴ３８°

ＶＴ６６００／１１０Ｖ

ＭＯＦ ＷＨ

責任分界点

西部線　１０－西４

ＰＡＳ　７．２ＫＶ
２００Ａ　方向性

ＤＳ＊３Ｅ１

ＣＦ ３
７．２ＫＶ
３０Ａ　Ｆ無し

ＬＡ＊３
８．４ＫＶ
２．５ＫＡ

Ｅ１

ＰＦ

ＧＲｙ

※

ＡＣ１００Ｖ

Ｖ
ＶＳ

Ｆ ＶＴＴ

Ｉ Ａ
ＡＳ

ＣＴＴ

ＯＣＲ ２

ＶＣＢ
７．２ｋＶ２００Ａ

ＣＴ ２
４０／５Ａ

４０Ａ

ＰＣ＊３
７．２ＫＶ
３０Ａ　Ｆ１５Ａ

ＳＣ
５０Ｋｖａｒ

７．２ＫＶ
３０Ａ　

ＰＣ＊３
ＰＣ＊３
７．２ＫＶ
３０Ａ　Ｆ３０Ａ

Ｔｒ３φ３Ｗ
６６００／２１０Ｖ

Ｆ無し

１５０ＫＶＡ

Ｔｒ１φ３Ｗ
６６００／２１０－１０５Ｖ
７５ＫＶＡ

ＰＣ＊３
７．２ＫＶ
３０Ａ　Ｆ１５Ａ

Ｔｒ１φ３Ｗ
６６００／２１０－１０５Ｖ
７５ＫＶＡ

Ｅ１３ Ｅ２

ＶＳ

ＡＳ

ＣＴ ２
４００／５Ａ　

Ｆ
Ｖ

３００Ｖ

ＶＳ

Ａ
ＡＳ

４００Ａ

Ｆ
Ｖ

３００Ｖ

ＶＳ

Ａ
ＡＳ

４００ＡＣＴ ２
４００／５Ａ　

Ｆ

ＣＴ ２
４００／５Ａ　

４００Ａ

Ｖ
３００Ｖ

Ａ

ＬＢＳ
７．２ｋＶ２００Ａ

Ｆ－６本
（３本納品）

撤去

取付

撤去カバープレート取付

※機器変更に伴う高圧母線・支持材　一式
※受電盤防護用アクリルプレート（加工取付）　一式

改修高圧単線結線図

キープラン　S=1/1000
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誘導灯改修　１・２階平面図

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所
ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

H25.2
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１階 平　　面　　図 Ｓ＝１／２００

機械室

EPS

電気室
倉庫

更衣室更衣室WCWC

風除室
大ホール

PS

ELV

事務室

湯沸室

宿直室

控室 控室

身障者
WC

WC
WC

和室

洗濯室

女男

男
女

ロビー
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,
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9
,
60
0
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0

9
,6
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0

4
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7,200 2,400 4,800 4,800 2,000 2,800

9,600 9,600 4,800 4,800 4,800 9,600

２階 平　　面　　図 Ｓ＝１／２００

第一会議室

EPS

国際交流室
第二会議室

倉庫

第三会議室

湯沸室

放送室映写室倉庫

PS

視聴覚室

倉庫

映写室

暗室

工芸室

音楽室

ELV

PS

WC WC
男子 女子

第四会議室

サークル室

廊下

Ｎ

Ｚ４１

Ｚ４１

Ｚ４１

Ｚ４１

Ｚ４１

Ｚ４１

Ｚ４１

（天吊）

（壁）

（壁）

（壁）

（壁）

（壁）

（壁）

Ｚ４２
（壁）

Ｚ４２
（壁）

Ｚ４２
（壁）

Ｚ４２
（壁）

Ｚ４２
（壁）

Ｚ４２
（壁）

Ｚ４２
（壁）

Ｚ１０

Ｚ１０

Ｚ２２

Ｚ２２

Ｚ２１ Ｚ２１
（壁） （壁）

（天吊）

（天吊）

（埋込）

（埋込）

（埋込）

（埋込）

（埋込）
Ｚ１０

Ｚ１０

Ｚ１０

Ｚ２２
（天吊）

Ｚ４１
（壁）

Ｚ４１
（壁）

Ｚ２１
（壁）

（壁）
Ｚ２１

１階　誘導灯（既存仕様）

Ｚ１０
Ｚ２１
Ｚ２２
Ｚ４１

Ｚ４２

記　号 蛍光管 取付形状 数　量
（埋込） ＦＬ１０Ｗ－１
（壁）
（天井）
（壁）

Ｚ４１ （天井）
（壁）

２
誘導区分

ＦＬ２０Ｗ－１
ＦＬ２０Ｗ－１
ＦＬ４０Ｗ－２
ＦＬ４０Ｗ－２
ＦＬ４０Ｗ－２

壁埋込型通路誘導
避難口誘導
通路誘導両面
避難口誘導
避難口誘導
避難口誘導

壁取付型
天井取付型
壁取付型
天井取付型
壁取付型

備　　考

２
２
６
１
７ 減光機能付

２階　誘導灯（既存仕様）

Ｚ１０
Ｚ２１
Ｚ２２
Ｚ４１

記　号 蛍光管 取付形状 数　量
（埋込） ＦＬ１０Ｗ－１
（壁）
（天井）
（壁）

３
誘導区分

ＦＬ２０Ｗ－１
ＦＬ２０Ｗ－１
ＦＬ４０Ｗ－２

壁埋込型通路誘導
避難口誘導
通路誘導両面
避難口誘導

壁取付型
天井吊下型
壁取付型

備　　考

２
１
２



Ｚ１０

Ｚ１０

Ｚ１０

Ｚ２２Ｚ２１

Ｚ２１

Ｚ２１

Ｚ２１

Ｚ４１ Ｚ４１

Ｚ４１

（埋込）

（埋込）

（埋込）

（壁）

（壁）

（壁）（壁）

（壁）

（壁）

（壁）

（天吊）

中央公民館非常用発電設備改修工事
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誘導灯改修　３階平面図・姿図

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所
ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ
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３階 平　　面　　図 Ｓ＝１／２００

調理室

EPS

空調室
第二研修室作法室

DS

フレンドルーム

踏込

第一研修室

教育相談室 控室

PS

ELV

男子
WC WC

女子

第三研修室

踏込水屋

踏込

踏込

子ども110番

準備室

廊下

誘　導　灯　姿　図

Ｎ

３階　誘導灯（既存仕様）

Ｚ１０
Ｚ２１
Ｚ２２
Ｚ４１

記　号 蛍光管 取付形状 数　量
（埋込） ＦＬ１０Ｗ－１
（壁）
（天井）
（壁）

３
誘導区分

ＦＬ２０Ｗ－１
ＦＬ２０Ｗ－１
ＦＬ４０Ｗ－２

壁埋込型通路誘導
避難口誘導
通路誘導両面
避難口誘導

壁取付型
天井取付型
壁取付型

備　　考

４
１
３

Ｚ１０

Ｚ４１ ＳＨ１－ＦＢＦ２０－Ａ（ＬＥＤ）

Ｚ２２ ＳＴ１－ＦＳＦ２３－ＢＬ（ＬＥＤ）

Ｚ４２

Ｚ２１ ＳＨ１－ＦＢＦ２０－ＢＬ（ＬＥＤ）ＳＴ１－ＦＢＣ２２－Ｃ（ＬＥＤ）

本体＋壁埋込用取付金具

全館　誘導灯（改修仕様）

Ｚ１０
Ｚ２１
Ｚ２２
Ｚ４１

Ｚ４２

記　号 等級区分 取付形状 数　量
（埋込） Ｃ級
（壁）
（天井）
（壁）

Ｚ４１ （天井）
（壁）

８
誘導区分

ＢＬ級
ＢＬ級
Ａ級
Ａ級
Ａ級

壁埋込型通路誘導
避難口誘導
通路誘導両面
避難口誘導
避難口誘導
避難口誘導

壁取付型
天井取付型
壁取付型
天井取付型
壁取付型

備　　考

８
４

１１
１
７

本体＋改修用壁プレート 本体＋改修用天井プレート

ＳＨ１－ＦＢＦ２０－Ａ（ＬＥＤ）

天井：本体＋改修用天井プレート 本体＋改修用壁プレート

壁　：　本体＋改修用壁プレート
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照明器具　改修図

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所
ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ
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E-08

7
,
2
00

2,
4
0
0

9
,
6
0
0

8,
0
0
0

8
,
0
00

8
,
00
0

9
,
60
0

4
3
,
2
00

3,600 3,600 3,600 3,600 4,800 2,000 2,800

9,600 9,600 4,800 4,800 4,800 9,600

１階 平　　面　　図 Ｓ＝１／２００

機械室

EPS

電気室
倉庫

更衣室更衣室WCWC

風除室
大ホール

PS

ELV

事務室

湯沸室

宿直室

控室 控室

身障者
WC

WC
WC

和室

洗濯室

女男

男
女

ロビー

Ｎ
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３階 平　　面　　図 Ｓ＝１／２００

EPS

空調室
第二研修室作法室

DS

踏込

第一研修室

教育相談室

PS

ELV

男子
WC WC

女子

第三研修室

踏込水屋

踏込

踏込

子ども110番

廊下

9,600

調理室

フレンドルーム 控室

準備室

撤去：直付ＦＬ４０Ｗ－１　１２７台
撤去：直付ＦＬ２０Ｗ－１　１１台

Ａ１６１　－　５台
Ａ３２１　－２２台

Ａ１６１　－　５台
Ａ３２１　－３５台

アクリルルバー内間接照明器具
アクリルルバー内間接照明器具

倉庫

映写室

PS

WC WC
男子 女子

２階 トイレ平面図　 Ｓ＝１／２００

B401

B401

安定器取替
鉄心安定器→電子安定器（定格出力）に取替

安定器取替
鉄心安定器→電子安定器（定格出力）に取替

既存B401:FBF7-401

既存B401:FBF7-401

Ａ１６１ Ａ３２１ ＦＳＳ８－３２１ＦＳＳ８－１６１

既存：FL20W－１ 既存：FLR40W－１

照　明　器　具　姿　図

撤去・再取付：壁ＦＬ４０Ｗ－１　２台

Ａ３２１　－７０台

Ａ１６１　－１台

1 1台 新設 1 2 7台  新設
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動力幹線設備　改修図

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所
ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

H25.2

E-09

１階 平　　面　　図 Ｓ＝１／1００

キープラン　S=1/1000
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1.5KW-2台

ＶＶＦ２．０－３Ｃｘ２／１．６－２Ｃｘ３

ＶＶＦ１．６－２Ｃｘ３

既存動力盤Ｐ－１

新設揚水ポンプ分岐制御盤

※既存動力盤改修内容

既存ＡＣ回路揚水ポンプ電源をＧＣ回路より取出する
揚水ポンプ負荷側配線を新設分岐盤に送る。

※新設揚水ポンプ分岐盤

負荷揚水ポンプ3Φ200V1.5KW-2台を消火栓ポンプ起動時停止回路

停電時においても市水揚水ポンプを運転可能に改修すること。


















